
Human Developmental Research 
2014.Vol.28，175-180 

175 

視線計測を用いた早産児における社会的認知機能の評価 
（中間報告） 

 

 順天堂大学医学部小児科学講座 細 澤 麻里子 

 順天堂大学医学部小児科学講座 田 中 恭 子 

 

Assessment of social cognition in very preterm children via eye-tracking 
Department of pediatrics  

 
 Juntendo University School of Medicine, HOSOZAWA, Mariko 

 Juntendo University School of Medicine, TANAKA, Kyoko 

 

要 約 

 

早産児は自閉症スペクトラム障害を含めた社会性の障害を抱えるハイリスク群である。しかし，早

産児における社会的認知機能やその発達的変化は明らかではなく，早産児における社会性の障害の病

態は未だ解明されていない。本研究では，早産児（在胎 33 週以下かつ出生体重 1500g 以下）におけ

る社会的認知機能を視線計測を用いて評価し，自閉症スペクトラム障害を有する児や定型発達児との

比較検討を行うことで，早産児の社会的認知機能の特性を明らかにし，効果的な支援方法を検討する

ことを目的とした。本稿（中間報告）では，本研究の目的，方法，現在までの進捗状況について報告

する。 
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Abstract 
 

    Children born preterm are at risk for social communication difficulties including autistic 

spectrum disorder (ASD). However, the etiology of increased social communicational difficulties 

in preterm children in association with social cognition remains unknown. Using eye tracking 

method, we studied social cognition in preterm children and compared the results with those of 

typically developing children and children who are diagnosed as ASD. Here we will report the 

purpose, the method, present progress and future plans of the study. 

【Key words】 eye tracking, social cognition, preterm, autistic spectrum disorder 

 

背景と目的 

 

近年，早産児における自閉症スペクトラム障害の発生率が一般人口の数倍から数十倍であると報告
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されている（Moster, 2008; Pinto-Martin, 2011）。疫学研究からは成熟児とは行動特性が異なり，病

態が異なる可能性が示唆されている（Happe,2006; Johnson,2010）。しかし，早産時の社会的認知機

能についてはまだ十分な検討がなされていない。 

これまでに我々は，未熟児のフォローアップを行う中で，ベイリー乳幼児発達検査法を用いて，未

熟児の認知機能および行動情緒発達の特徴や各種栄養素と高次脳機能との関連性について報告して

きた（Tanaka, 2013; 田中 2013）。しかし，社会的認知機能は従来の質問紙法や対面検査法では客観

的に定量評価することが困難であった。 

視線計測は視線の動きを通じて被験者の視覚的認知過程を評価する方法である（Boraston, 2007）。

近年，視線計測を用いた自閉症スペクトラム障害の非典型的な注視傾向と社会的認知機能との関連が

報告されている（Jones, 2008）。中野らは，視線計測を用いて，社会的相互反応を含む動画を視聴時

の視線パターンを解析することで，自閉症スペクトラム障害を有する成人および小児と定型発達との

相違を定量評価することに成功した（Nakano, 2010）。我々は，本手法を特異的言語障害を有する児

に応用し，定型発達群，自閉症スペクトラム障害群との比較を行い，本手法が小児の社会的認知機能

の非言語的な定量評価に有用である可能性を報告してきた（Hosozawa, 2013）。   

そこで本研究では，早産児の社会的認知機能を視線計測を用いて評価し，その特性を把握し，効果

的な支援方法を検討することを目的とした。 

 

方 法 

 

1. 対象 

順天堂医院の早産児フォローアップ外来に定期通院している早産・極低出生体重児のうち，被験児

および/または保護者に対して研究の趣旨説明を行い，書面にて同意を得られた約 30-40 名を対象と

した。また，以下を参入条件とした。 

・ 暦年齢 1 歳半～9 歳 

・ 在胎 34 週以下かつ出生体重 1500ｇ以下 

・ 既知の染色体異常や神経疾患を有さない 

・ 頭部ＭＲＩ上で頭蓋内病変（脳室周囲白質軟化症や脳室内出血）を有さない 

・ 視力障害がない，または裸眼でビデオ視聴が可能である 

・ 自閉症スペクトラム障害の家族歴を有さない 

対照群には，先行研究（Nakano,2010）で得られた結果を用い，定型発達群 25 名（TD 群：平均月

齢 37.6±23.4 か月）および自閉症スペクトラム障害群 25 名(ASD 群：平均月齢 58.2±21.8 か月，平

均発達月齢 37.0±23.5 か月）を設定した。 

 

2. 刺激 

先行研究（Nakano,2010）で使用したものと同じ刺激を用いて視線計測を行った。本刺激は，12 の

クリップから成り，１クリップ６－７秒程度の幼児番組や邦画の一幕を抜粋した約 77 秒の動画であ
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る。登場人物の数は１人から多数（最大 15 名）までシーン毎に異なり，いずれのシーンも会話など

の社会的相互反応を含むように設計された。 

 

3. 手続き 

視線計測 

計測は病院内の外部からの刺激の少ない，静かな個室で行われた。刺激は 17 インチのカラースク

リーンモニター（640×480 ピクセル）で再生され，被験者は，画面正面約 60cm に設置された椅子

に単独で，または保護者の膝の上に座り視聴した。注視点は，画面の下におかれた視線計測装置

（TobiiX120，トビー・テクノロジー・ジャパン）で計測された。計測記録開始前にはアニメーショ

ンを利用した 5 点キャリブレーションを行った。 

全般的認知機能検査 

早産児群は，42か月以下の児にはベイリー乳幼児発達検査法第三版を，42か月以上の児にはKABC

心理教育アセスメントバッテリーを用いて全般的認知機能を査定した。全般的認知機能検査は，視線

計測施行日から半年（42 か月以下）または 1 年（42 か月以上）以内の結果を用いた。 

 

4. 分析方法 

先行研究（Nakano,2010）で用いられた解析方法に基づき，MATLAB を用いたオリジナルのプロ

グラムを用い，以下の項目について検討した。詳細は先行論文に記述されている（Nakano,2010; 

Hosozawa,2013）。 

1. MDS 解析：全編を通した注視傾向の他の被験者との差異を多次元尺度法（multidimentional 

scaling:MDS）を用いて二次元座標上にプロットした。定型発達群の中央値からの距離を MDS

距離として群間で比較した。 

2. 各フレームにおける登場人物の目や口，顔や物への注視率の推移の群間比較。 

3. 上記 1-2 の注視傾向と認知機能検査の結果や周産期因子との関連の検討。 

 

5. 統計的解析 

群間比較は一元配置分散分析法および多重比較検定を用いて解析した。各種背景因子と注視傾向の

相関関係にはスピアマンの順位相関係数を用いて解析を行った。 

 

結果と現在までの進捗状況 

 

現在までに視線計測を施行した早産児 41 名（平均月齢 38.3±19.5 か月，平均発達月齢 32.7±8.7

か月，平均在胎週数 29.2±2.9 週，平均出生体重 1045.3±317.8g）について予備解析を行った。 

MDS 平面における各被験者の分布を図 1 に示す。TD 群が中心付近に分布したのに対して，ASD

群は周辺に散布，早産児群は両群の中間に位置し，両群と一部重なりながら広く分布した。平均 MDS

距離は TD 群，早産児群，ASD 群の順に大きくなり，3 群間でそれぞれ有意差を認めた（TD 群 22.4
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±14.0，早産児群 48.8±32.8，ASD 群 76.0±35.7）。 

 

図 1 MDS 平面における各被験者の分布 

 

 

図 2 各群における MDS 距離 

 

MDS 解析からは，TD 群が似通った見方を呈したのに対して，ASD 群は個々が異なる視方を呈し

た(Nakano,2010)。早産児群は両群の中間に位置した。以上より，早産児群の社会的認知機能は TD
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群とも ASD 群とも異なる可能性が示唆された。 

今後は，追加解析により 3 群の MDS 上の相違の原因を検討し，早産児の社会的認知機能の特性を

明らかにしていく予定である。 
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